
　

梅
雨
晴
れ
の
一
日
と
な
っ
た
７
月
２
日
（
土
）
午
前
11
時
よ
り
、
駒
場
高
等
学
校

１
０
０
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
第
９
回
と
な
る
学
園
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

略
、
出
口
戦
略
等
の
現
状
報

告
が
な
さ
れ
た
。
参
加
者

は
、
本
学
園
を
取
り
巻
く

「
客
観
的
事
実
」
を
改
め
て

認
識
し
、
共
有
を
図
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、
学
園
強

靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗

状
況
が
次
の
よ
う
に
報
告
さ

れ
た
。

　

強
靭
化
Ⅰ
と
し
て
「
教
学

改
革
」。
そ
こ
で
は
大
学
改

革
と
し
て
学
部
・
学
科
再
編

の
検
討
、
卒
業
時
の
質
保
証

の
明
確
化
、
大
学
院
進
学
者

の
増
加
を
、
中
・
高
改
革
と

し
て
、
更
な
る
魅
力
あ
る
中

堅
進
学
校
及
び
大
学
へ
進
学

す
る
た
め
の
工
業
科
を
目
指

す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
強
靭
化
Ⅱ
と

し
て
「
労
務
管
理
の
強
靭

化
」
を
、
強
靭
化
Ⅲ
と
し
て

　

学
園
創
立
１
０
９
周
年
と

な
る
今
回
は
、
柳
澤
章
理
事

長
、
大
学
の
成
田
健
一
学

長
、
中
学
・
高
校
の
吉
田
忠

雄
校
長
を
は
じ
め
、
理
事
・

監
事
・
評
議
員
等
法
人
関
係

者
、
駒
場
高
等
学
校
・
中
学

校
並
び
に
日
本
工
業
大
学
教

職
員
約
80
名
が
出
席
し
た
。

　

第
一
部
は
、
中
学
・
高
校

の
吉
田
校
長
に
よ
る
「
開
会

の
辞
」
で
幕
を
開
け
、
引
き

続
き
、
柳
澤
理
事
長
の
基
調

講
演
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度

は
、
昨
年
度
の
基
調
講
演

「『
学
園
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
つ
い
て
」
の
第
二
弾

と
し
て
『
学
園
強
靭
化
の
進

捗
と
課
題
』
を
テ
ー
マ
に
講

演
が
行
わ
れ
、
学
園
の
生

徒
・
学
生
の
在
籍
数
、
財
務

分
析
、
入
試
分
析
、
入
口
戦

「
財
務
管
理
の
強
靭
化
」
を
、

そ
し
て
強
靭
化
Ⅳ
と
し
て

「
シ
ス
テ
ム
管
理
の
強
靭
化
」

に
つ
い
て
の
進
捗
の
状
況
報

告
が
な
さ
れ
、
来
年
度
創
立

１
１
０
周
年
を
迎
え
る
本
学

園
の
改
革
に
つ
い
て
、
参
加

者
一
同
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
決
意
を
新
た
に

し
た
。

　

柳
澤
理
事
長
の
基
調
講
演

終
了
後
は
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト

ホ
ー
ル
へ
と
会
場
を
移
し
、

第
二
部
と
な
る
懇
親
会
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
日
頃

か
ら
交
流
す
る
機
会
が
少
な

い
中
学
・
高
校
の
教
職
員
と

大
学
教
職
員
と
の
活
発
な
情

報
交
換
の
場
と
な
っ
た
。
大

い
に
親
睦
を
深
め
、
学
園
協

議
会
は
盛
会
裏
の
う
ち
に
閉

会
と
な
っ
た
。

平
成
27
年
度
に
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
優
良
事
業
者
と
し

て
「
関
東
経
済
産
業
局
長
表

彰
」
を
受
賞
、
サ
ス
テ
イ
ナ

ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
評
価
シ
ス

テ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｃ
＝
ア
ス

ク
）
で
「
ゴ
ー
ル
ド
」
に
認

定
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
界
や

地
域
に
お
け
る
活
動
の
成
果

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
さ
ら

に
は
、
学
生
環
境
推
進
委
員

会
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
る
宮
代
町
民
祭
り
、
子
ど

も
大
学
み
や
し
ろ
、
宮
代
町

内
清
掃
、
利
根
川
強
化
堤
防

森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
、
三
大
学
交
流
会
実
施
、

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
展
で
の
環

境
活
動
発
信
な
ど
も
本
学
の

知
名
度
向
上
の
た
め
の
活
動

と
し
て
好
評
価
を
得
た
。

　

そ
の
一
方
、
改
善
点
と
し

て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
組
織
の
各
部
門

が
行
っ
て
い
る
有
益
な
取
り

組
み
が
、
利
害
関
係
者
に
余

り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
の

指
摘
が
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
規
格
の
改
訂
（
２

０
１
５
年
版
）
へ
の
移
行
を

機
に
、
さ
ら
に
環
境
保
全
活

動
を
活
性
化
し
、
本
学
全
体

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

繋
が
る
よ
う
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

６
月
22
日
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｏ
内

の
審
査
が
行
わ
れ
、
本
学
は

「
登
録
証
」
を
受
領
し
た
。

　

平
成
23
年
度
以
降
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
「
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
」
は
、
昨

年
度
も
学
生
・
教
職
員
の
協

力
の
も
と
着
実
に
成
果
を
上

げ
、
平
成
22
年
度
比
で
電
力

使
用
量
の
23
・
８
％
削
減
、

都
市
ガ
ス
の
16
・
４
％
削
減

を
達
成
し
た
。
ま
た
、
電
力

と
ガ
ス
を
合
わ
せ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
全
体
の
光
熱
水
費
も
大

幅
な
コ
ス
ト
削
減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
経
済
産
業
省
か
ら

の
電
力
削
減
に
関
す
る
数
値

目
標
は
今
夏
も
設
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
埼
玉
県
地
球
温

暖
化
対
策
推
進
条
例
（
Ｃ
Ｏ

２
排
出
削
減
目
標
値
＝
基
準

年
比
15
％
削
減
）を
受
け
、本

学
の
「
エ

ネ
ル
ギ
ー

使
用
管
理

部
会
」
を
中

心
に
対
策
案

を
検
討
、
昨

年
に
続
き
20
％

削
減
を
目
標
に

学
園
創
立
１
０
9
周
年　

学
園
協
議
会
開
催

次
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
①
省
エ
ネ
ポ
ス

タ
ー
の
募
集
と
掲
示
②
空
調

の
中
間
期
完
全
停
止
③
外
気

温
度
に
よ
る
空
調
運
転
制
御

④
棟
別
に
30
分
間
あ
た
り
５

分
間
の
空
調
遠
隔
停
止
の
実

施
。

　

こ
の
ほ
か
、
設
備
の
省
エ

ネ
改
善
と
し
て
、
キ
ャ
ン
パ

ス
電
力
使
用
量
の
約
１
・

５
％
削
減
を
節
電
す
る
こ
と

を
目
標
に
、
Ｅ
１
棟
（
機
械

工
学
科
棟
）
と
14
号
館
（
情

報
工
学
科
棟
）
の
照
明
器
具

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
サ
ス
テ
イ

ナ
ブ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
構
築
に

向
け
た
活
動
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

節電啓発ポスター

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
と

光
熱
水
費
を
大
幅
削
減

  

今
夏
の
節
電
へ
の
取
組
み

　

５
月
17
・
18
日
の
２
日

間
、
審
査
機
関
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｏ
か

ら
３
人
の
審
査
員
を
迎
え

「
法
的
及
び
そ
の
他
の
要
求

事
項
の
順
守
」「
目
的
目
標

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
と
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
内
部
監

査
の
有
効
性
」「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
の
有
効
性
」

を
中
心
に
３
年
に
１
回
の
更

新
審
査
が
行
わ
れ
た
。
審
査

の
結
果
、
本
学
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
は
規
格
要
求

事
項
に
適
合
し
、
有
効
に
実

施
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
環
境
活
動
が
教

職
員
お
よ
び
学
生
ま
で
浸
透

し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
で
成

果
を
共
有
し
て
外
部
へ
発
信

す
る
な
ど
、
こ
の
３
年
間
継

続
的
に
維
持
・
改
善
さ
れ
て

い
る
と
判
定
さ
れ
た
。
特
に

審査員による学生環境推進委員会のヒアリング

本
学
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
は「
適
合
」

環
境
活
動
も
継
続
的
に
維
持
、改
善

Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
審
査
報
告

　

平
成
29
年
６
月
の
大
学
設

立
50
周
年
に
向
け
、
宮
代

キ
ャ
ン
パ
ス
の
記
念
建
設
事

業
が
本
格
的
に
始
動
し
た
。

５
月
14
日
に
起
工
式
が
執
り

行
わ
れ
、
第
１
期
と
な
る
食

堂
棟
、
ク
ラ
ブ
棟
が
着
工
さ

れ
た
。
工
期
は
２
期
に
わ
た

り
、
平
成
30
年
末
に
完
工
予

定
で
あ
る
。

　

本
事
業
で
は
３
施
設
の
新

築
と
周
辺
環
境
の
整
備
を
行

う
（
左
下
表
参
照
）。
本
館

や
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
設

建
物
と
の
動
線
、
景
観
上
の

調
和
を
考
慮
し
た
配
置
と

な
っ
て
い
る
。

■
講
義
棟
（
新
築
）

　

地
上
７
階
建
の
新
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
、
低
層
の
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
ゾ
ー

ン
と
高
層
の
講
義
棟
で
構
成

さ
れ
る
。
３
０
０
人
収
容
か

ら
数
十
人
規
模
ま
で
大
小
の

教
室
を
多
数
備
え
、
多
様
な

講
義
形
態
に
対
応
で
き
る
。

■
食
堂
棟
（
新
築
）

　

昼
食
時
に
は
１
０
０
０
席

の
食
堂
、
15
時
以
降
は
自
主

学
習
ス
ペ
ー
ス
、
パ
ー

テ
ィ
ー
時
に
は
６
０
０
人
が

立
食
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
と
、

時
間
帯
や
用
途
に
合
わ
せ
た

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
利
用
に
対

応
で
き
る
。

■
ク
ラ
ブ
棟
（
新
築
）

　

41
の
部
室
、
４
つ
の
会
議

室
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
男

女
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
を
備
え

る
。
地
下
に
は
１
０
０
０
㎥

の
雨
水
貯
留
槽
が
設
置
さ

れ
、
浸
水
対
策
に
も
配
慮
。

■
施
設
増
築
・
周
辺
整
備

　

第
２
食
堂
（
ピ
ザ
リ
ア
ト

レ
ビ
）の
増
築
、新
旧
建
物
を

繋
ぐ
ア
ー
ケ
ー
ド
の
設
置
、

食
堂
棟
と
Ｌ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
間

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス

新
設
な
ど
、
学
生
生
活
の
利

便
性
向
上
の
た
め
の
設
備
充

実
を
図
る
。併
せ
て
、旧
図
書

館
跡
を
セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
エ

ア
と
し
て
環
境
整
備
す
る
。

　

約
２
年
８
カ
月
に
及
ぶ
工

期
中
、
工
事
は
安
全
確
保
と

環
境
保
全
を
最
優
先
に
進
め

ら
れ
る
。学
生
や
教
職
員
、来

学
者
に
は
ご
不
便
お
か
け
す

る
が
、ご
理
解
の
う
え
、立
入

制
限
の
順
守
な
ど
の
対
策
に

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
事
業
資
金
の
支
援
と
し

て
募
金
の
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
。
事
業
内
容
や
募
金

に
関
す
る
詳
細
は
、
大
学
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
内
の
特
設
ペ
ー

ジ
で
随
時
案
内
し
て
い
く
。

5月14日に行われた起工式

懇親会では学園関係者が交流を深めた

今年は駒場高校を会場として開催

基調講演を行う柳澤理事長

学
園
創
立
１
１
０
周
年
・
大
学
設
立
50
周
年
記
念
建
設
事
業

宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業
起
工
式
挙
行

食
堂
棟
、ク
ラ
ブ
棟
着
工 

29
年
春
竣
工
予
定

講義棟（イメージ）

食堂棟（イメージ）

クラブ棟（イメージ）

宮代キャンパス事業概要
建物名 工期 構造 階数 建築面積（㎡）

❶ 講義棟 【第2期】平成29年7月〜平成30年12月 鉄骨造 地上7階 2,458.59
❷ 食堂棟 【第1期】平成28年5月〜平成29年2月 鉄骨造 地上1階 2,171.70
❸ クラブ棟 【第1期】平成28年6月〜平成29年3月 鉄骨造 地上3階 756.66
❹ ピザリアトレビ棟（増築）【第1期】平成28年8月〜平成29年2月 鉄骨造 地上1階   ※311.07
❺ アーケード（３区画） 【第1・2期】平成28年8月〜平成29年1月 鉄骨造 ― 875.01
❻ バーベキュースペース 【第1期】平成28年7月〜8月 鉄骨造 ― 139.54

※増築部分の面積

柳
澤
理
事
長
講
演

「
学
園
強
靱
化
の
進
捗
と
課
題
」
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ポ
ジ
ウ
ム
の
共
同
議
長
を
務

め
た
。
こ
う
し
た
実
績
が
通

信
品
質
・
信
頼
性
に
関
す
る

技
術
領
域
の
発
展
に
寄
与
し

た
と
し
て
委
員
会
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と

な
っ
た
。
過
去
の
受
賞
者
に

は
、
欧
米
大
手
通
信
企
業
の

会
長
や
Ｃ
Ｔ
Ｏ
な
ど
の
著
名

人
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

　

受
賞
に
際
し
吉
野
教
授
は

「
本
技
術
委
員
会
の
諮
問
委

員
な
ら
び
に
技
術
プ
ロ
グ
ラ

ム
強
化
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
様
に
感
謝
し
て
い
る
。 

１
月
か
ら
は
諮
問
委
員
会
議

長
の
立
場
で
、
引
き
続
き
本

技
術
委
員
会
な
ら
び
に
技
術

領
域
の
更
な
る
発
展
に
寄
与

し
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

技
術
委
員
会
の
一
つ
。

　

吉
野
教
授
は
平
成
26
年
か

ら
２
年
間
、
同
委
員
会
議
長

と
標
準
化
リ
エ
ゾ
ン
（
連
携

担
当
）
を
務
め
た
。
さ
ら
に

平
成
22
年
か
ら
４
年
間
、
Ｉ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
の
通
信
に
関
す
る
２

つ
の
最
重
要
国
際
会
議
に
お

い
て
、
同
委
員
会
主
催
シ
ン

　

電
気
電
子
工
学
科
の
吉
野

秀
明
教
授
が
５
月
10
日
、

「
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
通
信
品
質
と
信

頼
性
技
術
委
員
会
」
の
チ
ェ

ア
マ
ン
ズ
ア
ワ
ー
ド
（
議
長

賞
）
を
受
賞
し
た
。
同
委
員

会
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
（
米
国
電

気
電
子
学
会
）
の
通
信
ソ
サ

イ
エ
テ
ィ
内
に
25
分
野
あ
る

上
さ
せ
た
。
そ
の
成
果
は
線

材
や
電
子
部
品
等
の
製
造
技

術
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。

　

同
学
会
に
お
い
て
は
２
期

に
わ
た
る
理
事
就
任
、
書
籍

出
版
な
ど
で
貢
献
し
た
。
平

成
19
年
に
優
秀
賞
（
会
田
技

術
奨
励
賞
）
を
受
賞
。
平
成

12
年
に
学
会
内
に
立
ち
上
げ

た
「
超
音
波
応
用
加
工
分
科

会
」
で
は
幹
事
や
主
査
を
歴

任
し
、
技
術
開
発
と
普
及
に

努
め
て
い
る
。

　

神
教
授
は
現
在
、
超
音
波

し
て
表
彰
さ
れ
、
フ
ェ
ロ
ー

の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
。

　

塑
性
加
工
は
プ
レ
ス
機
械

で
金
属
を
変
形
さ
せ
、
部
品

な
ど
を
製
造
す
る
技
術
。
神

教
授
は
工
具
の
超
音
波
振
動

に
よ
っ
て
加
工
を
微
細
で
緻

密
に
制
御
す
る
技
術
を
開
発

し
、
加
工
精
度
を
劇
的
に
向

　

機
械
工
学
科
の
神
雅
彦
教

授
が
５
月
20
日
、
日
本
塑
性

加
工
学
会
か
ら
、
学
会
に
対

し
て
顕
著
な
貢
献
を
し
た
と

振
動
を
利
用
し
た
金
属
同
士

の
接
合
に
関
す
る
研
究
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
後
進
の

指
導
や
企
業
の
技
術
指
導
に

も
尽
力
す
る
。
受
賞
に
際
し

神
教
授
は
「
長
年
の
研
究
が

評
価
さ
れ
、
と
て
も
嬉
し
い
。

塑
性
加
工
の
中
で
も
か
な
り

特
殊
な
技
術
で
手
探
り
の
部

分
も
多
い
が
、
研
究
室
卒
業

生
や
他
大
学
若
手
研
究
者
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て

い
る
。
さ
ら
な
る
技
術
開
発

に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

日
本
塑
性
加
工
学
会

フ
ェロ
ー
認
定

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

チ
ェア
マ
ン
ズ
ア
ワ
ー
ド
受
賞

機
械
工
学
科　

神
雅
彦
教
授

電
気
電
子
工
学
科　

吉
野
秀
明
教
授

　

総
会
で
は
、
高
山
一
成
後

援
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
後

援
会
の
平
成
27
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
、
28
年
度
の

事
業
・
予
算
案
が
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
、
総
会
前
の
役
員

会
で
は
、
学
園
創
立
１

１
０
周
年
、
大
学
設
立

50
周
年
の
来
年
度
、
博

物
館
も
開
設
30
周
年
を

迎
え
る
の
を
機
に
、
そ

れ
を
記
念
す
る
行
事
等

の
検
討
と
準
備
開
始
が

了
承
さ
れ
た
。

化
・
短
納
期
化
・
劣
化
診
断

技
術
の
最
新
動
向
ま
で
、
多

く
の
図
表
を
用
い
た
詳
細
な

説
明
が
あ
り
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

今
回
は
産
学
連
携
起
業
教

育
セ
ン
タ
ー
、Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

埼
玉
産
学
交
流
会
等
も
共
催

と
な
っ
た
た
め
、後
援
会
会

員
、理
事
長
、学
長
等
本
学
幹

部
、機
械
工
学
科
の
学
生
に

加
え
て
、そ
れ
ら
の
会
員
で

あ
る
金
融
機
関
や
企
業
か
ら

多
数
の
参
加
が
あ
り
、例
年

を
上
回
る
盛
況
で
あ
っ
た
。

平
成
５
年
卒
業
）
を
招
い
て

「
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
の
開
発
・

発
展
の
歩
み
」
と
い
う
題
目

で
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
変
圧
器
の
構
造
・
製

法
・
使
用
材
料
か
ら
、
特

徴
・
用
途
・
要
求
性
能
に
進

み
、
開
発
・
発
展
の
経
緯
、

さ
ら
に
高
効
率
化
・
大
容
量

（
７
５
０
０
ｋ
Ｖ
Ａ
）
の
巻

線
の
実
物
展
示
が
あ
る
モ
ー

ル
ド
変
圧
器
（
通
称
モ
ル
ト

ラ
）
を
取
り
上
げ
、
展
示
機

器
を
平
成
26
年
11
月
に
寄
贈

頂
い
た
富
士
電
機
株
式
会
社

か
ら
営
業
本
部
素
材
産
業
統

括
部
担
当
課
長
の
根
本
浩
一

氏
（
本
学
シ
ス
テ
ム
工
学
科

　

６
月
３
日
の
午
後
、
学
友

会
館
で
工
業
技
術
博
物
館
と

同
後
援
会
の
春
季
特
別
講
演

会
並
び
に
第
26
回
後
援
会
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
会
で
は
、
近
年

普
及
が
進
ん
で
お
り
、
博
物

館
内
に
小
型
（
１
０
０
ｋ
Ｖ

Ａ
）
の
３
相
変
圧
器
と
大
型

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
懇
親

会
に
は
、
柳
澤
理
事
長
、
成

田
学
長
等
の
出
席
も
得
て
、

根
本
氏
の
講
演
や
初
参
加
で

博
物
館
を
訪
問
さ
れ
た
方
々

の
感
想
等
を
話
題
に
、
な
ご

や
か
な
懇
談
が
持
た
れ
た
。システム工学科OBの根本氏が講演

本
学
Ｏ
Ｂ
根
本
氏
講
演

「
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
の
開
発
・
発
展
の
歩
み
」

ヴ
ェ
ネ
チ
ア・ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
建
築
展

日
本
館
が
特
別
表
彰
を
受
賞

工
業
技
術
博
物
館
記
念
講
演
会
・
総
会

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科　

金
野
千
恵
助
教

金野助教がデザインを担当した日本館ピロティ

　

イ
タ
リ
ア
で
開
催
中
の
国

際
展
覧
会
「
第
15
回
ヴ
ェ
ネ

チ
ア･

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
国
際

建
築
展
」
に
お
い
て
５
月
28

日
、
日
本
館
が
特
別
表
彰
を

受
賞
し
た
。
参
加
59
カ
国
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ビ
リ
オ
ン
の

中
で
特
別
表
彰
は
優
秀
賞

（
金
獅
子
賞
）
に
次
ぐ
２
位

に
相
当
す
る
。

　

日
本
館
は
国
際
交
流
基
金

が
主
催
し
、
本
学
を
含
む
８

団
体
が
協
賛
。
東
京
理
科
大

学
の
山
名
善
之
教
授
が
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
務
め
、
今
年
の

展
示
テ
ー
マ
を
「
ｅ
ｎ
［
縁
］

ア
ー
ト
・
オ
ブ
・
ネ
ク
サ

ス
」
と
し
て
若
手
建
築
家
12

コンテストの参加者を募集しています ! !

3D-CAD プロダクトデザインコンテスト事務局　長坂保美
TEL：0480-33-7619　E-mail：nagasaka@nit.ac.jp
https://2c-laboratory.sakura.ne.jp/pdcontest/

3次元CADを駆使し、斬新かつ
独創的なアイデアをコンピュータ
上で表現してください。対象は高
校生で、テーマ、CG、自由の3部
門。優秀作品は加工して展示後、
お渡しします。

作品送付先／お問い合わせ先

第8回3D-CADプロダクトデザインコンテスト
結果発表
表彰式

エントリー
締切 10/308/20

創造システム工学科　櫛橋康博
TEL：0480-33-7716（学科事務室）　E-mail：kusihasi@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html（エントリーはHPから）

約１インチサイズの小型ロボットに
よるライントレース競技です。初
心者でも競技参加しやすいようノ
ビス部門も設置しています。全員
完走を目標に、今夏も学内外で講
習会を実施します。

エントリー／お問い合わせ先

第10回 マイクロロボコン高校生大会
エントリー
締切 9/3

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7681　E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://nit-kenchiku.jp/activities/

建築を学ぶ高校生を対象とした
建築設計の腕試しの場として、ま
た本学建築デザイン学群の設計
教育活動の一環として、毎年開催
しています。今回の課題は「おとな
りも考える家」です。

作品送付先／お問い合わせ先

第30回 建築設計競技
入賞発表提出期限 9月上旬8/26

スターリングテクノラリー技術会事務局　松尾政弘
TEL&FAX：048-858-3098　E-mail：stirling@jcom.home.ne.jp
http://members.jcom.home.ne.jp/stirling/

人間乗車、RC、ミニ宙返り、ミニ速
度、マイクロ宙返り、マイクロ耐久、
クーラの7クラスで、自作スターリ
ングサイクル機器の性能とアイデ
アを競います。

作品送付先／お問い合わせ先

第20回 スターリングテクノラリー
申込締切 9/11

開催日 9/17

開催日 11/12

学科 テーマ数 内　容

機械工学科 17 「学生達の手で造るクルマ・学生フォー
ミュラ車両」など

ものづくり環境学科 12 「家の中の地球資源を考えよう」など
創造システム工学科 16 「挑戦！次世代ロボット」など
電気電子工学科 18 「のぞいてみよう“ナノ”の世界」など
情報工学科 18 「かけ引きの科学」など
建築学科 12 「建築の構造デザイン」など
生活環境デザイン学科 9 「高齢者と歩きと環境」など
共通教育系 13 「セグウェイで体感するロボット制御の基礎」など

平成28年度出前授業プログラム

　平成28年度の出前授業プログラムは、全国の工業高等学校及び高大連
携校に4月に配布している。出前授業は、全国の工業高校や普通高校、小
中学校等で実施されている。平成27年度の実施回数は93回、受講者数は
3168名であった。
　今年度の出前授業プログラムは、下表のとおり計115テーマが用意されてい
る。プログラムの内容は、各学科の専門性を生かし、高校生たちの疑問に答
えるものである。高校生が工学や理学の世界に興味を持ち、その世界に導か
れるよう工学技術をわかりやすく説明している。

昨年度は93回実施、3168名が受講

組
の
作
品
を
展
示
し
て
い

る
。

　

会
場
デ
ザ
イ
ン
は
、
生
活

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
金
野

千
恵
助
教
が
共
同
主
宰
す
る

一
級
建
築
士
事
務
所
ｔ
ｅ
ｃ

ｏ
が
担
当
し
た
。
そ
の
特
徴

は
、「
縁
」
と
い
う
言
葉
が

も
つ
「
繋
が
り
・
境
界
・
偶

発
」
と
い
っ
た
意
味
を
可
能

な
限
り
体
感
出
来
る
ス
ケ
ー

ル
、
空
間
構
成
で
表
現
し
た

と
こ
ろ
に
あ
る
。
２
階
に
持

ち
上
が
っ
た
展
示
の
内
部
空

間
に
は
、
12
組
の
作
品
が
模

型
や
映
像
に
よ
っ
て
大
ス

ケ
ー
ル
で
展
示
さ
れ
、
ピ
ロ

テ
ィ
（
一
階
部
分
を
柱
だ
け

で
構
成
す
る
構
造
）
の
空
間

は
、
障
子
建
具
と
木
製
ベ
ン

チ
に
よ
り
、「
縁
」
の
空
間

が
実
際
に
体
験
出
来
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
建
築
学
科

の
吉
村
英
孝
准
教
授
と
学
生

５
名
も
現
地
に
赴
き
、
会
場

の
設
営
に
携
わ
っ
た
。

　

同
展
覧
会
は
２
年
に
１
度

開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
年
の

会
期
は
5
月
28
日
か
ら
11
月

27
日
と
な
っ
て
い
る
。
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本
年
度
入
学
者
の
近
況

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科 

教
授　

近
江　

正
幸

　

技
術
ば
か
り
で
な
く
経
営

に
も
強
い
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
専
門
職
大

学
院
が
学
園
開
学
の
地
で
あ

る
神
田
に
開
設
さ
れ
た
の
は

平
成
17
年
で
あ
る
。
１
年
制

の
本
学
で
は
今
年
度
の
入
学

者
は
12
期
生
と
な
り
、
22
名

が
入
学
し
た
。

　
「
専
門
職
大
学
院
の
入
学

式
で
常
に
感
じ
る
の
は
、
学

ぼ
う
と
す
る
人
々
の
眼
差
し

は
、
年
齢
に
関
係
な
く
み
ず

み
ず
し
い
」
と
入
学
式
祝
辞

で
柳
澤
理
事
長
が
指
摘
し

た
。
私
も
入
学
し
て
く
る
学

生
の
眼
光
に
は
、
こ
れ
か
ら

１
年
の
猛
勉
強
に
向
け
た
決

意
が
表
れ
て
い
る
こ
と
を
毎

年
感
じ
る
。
た
だ
そ
の
眼
差

し
は
複
雑
で
、
こ
れ
か
ら
の

時
間
の
や
り
く
り
、
経
済
的

な
問
題
、
職
場
の
人
々
や
家

族
と
の
関
係
と
い
っ
た
大
学

院
生
活
に
つ
い
て
の
不
安
も

宿
し
て
い
る
。

　

平
均
年
齢
で
40
歳
を
超
え

る
新
入
生
は
長
年
の
実
務
経

験
を
重
ね
て
い
る
が
、
そ
の

こ
と
は
同
時
に
ほ
と
ん
ど
の

学
生
は
学
校
で
の
勉
強
か
ら

数
十
年
も
離
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。
特
に
４
月
か
ら
７

月
ま
で
の
春
学
期
、
学
生
た

ち
は
、
１
コ
マ
90
分
と
い
う

長
い
講
義
に
加
え
、
レ
ポ
ー

ト
提
出
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
テ
ス
ト
と
い
っ
た
、
荒

波
に
翻
弄
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス

を
強
く
感
じ
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
し
か
し
毎
年
、
夏

を
迎
え
る
頃
に
は
こ
の
荒
波

も
収
ま
り
、
皆
、
落
ち
着
き

を
取
り
戻
し
、
大
学
院
生
ら

し
い
顔
つ
き
に
な
る
。
今
年

度
の
入
学
者
も
、
も
う
少
し

の
辛
抱
で
あ
る
。

　

本
学
の
学
生
の
所
属
す
る

企
業
の
種
類
は
様
々
で
、
職

位
も
取
締
役
も
い
れ
ば
、
部

長
、
課
長
、
係
長
と
様
々
で

あ
る
。
異
業
種
、
異
種
類
の

学
友
と
考
え
方
や
発
想
を
交

換
し
、
刺
激
し
合
え
る
環
境

の
下
、
実
践
性
と
先
進
性
を

兼
ね
備
え
た
講
義
と
の
相
乗

効
果
で
、
１
年
後
の
卒
業
時

の
学
生
の
瞳
は
、
身
に
着
け

た
知
識
と
教
養
に
裏
打
ち
さ

れ
た
自
信
に
満
ち
た
輝
き
に

変
化
し
て
い
る
。

　

先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
瞳

の
輝
き
を
今
年
の
入
学
者
に

も
期
待
し
た
い
。

気
の
富
士
山
を
５
合
目
ま
で

バ
ス
で
登
っ
た
。
到
着
後
、

小
御
嶽
神
社
を
参
拝
し
、
お

み
く
じ
を
引
い
て
一
喜
一
憂

す
る
姿
が
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　

２
日
目
は
、
武
田
信
玄
、

葡
萄
や
桃
な
ど
の
果
物
で
有

名
な
石
和
温
泉
方
面
へ
と
向

か
っ
た
。
武
田
信
玄
公
の
菩

提
寺
で
あ
る
恵

林
寺
で
は
、
う

ぐ
い
す
廊
下
、

国
の
名
勝
指
定

を
受
け
て
い
る

庭
園
、
そ
の
他

多
く
の
重
要
文

化
財
を
見
学
。

２
日
間
で
は

あ
っ
た
が
留
学

生
に
と
っ
て
、

貴
重
な
体
験
と

な
っ
た
。

日
本
人
学
生
や
教
員
と
交
流

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
留
学

生
交
流
会
が
、
６
月
28
日
に

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

　

交
流
会
は
本
学
に
在
籍
し

て
い
る
留
学
生
や
留
学
生
以

外
の
外
国
人
学
生
、
そ
し
て

日
本
人
学
生
が
更
な
る
交

流
・
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。
参
加
し
た

外
国
人
学
生
は
約
１
０
０
名

に
の
ぼ
り
、
学
長
を
は
じ
め

大
学
関
係
者
も
参
加
し
、
盛

　

本
学
の
協
定
校
の
一
つ
で

あ
る
中
国
科
技
大
学
（
台

湾
）
よ
り
、
室
内
設
計
系
の

学
生
34
名
と
教
員
７
名
が
来

学
し
た
。

　

一
行
は
６
月
19
日
に
到
着

し
、
20
日
に
学
内
見
学
及
び

歓
迎
会
が
開
催
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
日
に
は
、
建
築
学
科

お
よ
び
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン

学
科
の
教
員
に
よ
る
体
験
授

業
が
開
講
さ
れ
た
。
学
生
ら

は
、
徐
華
准
教
授
が
設
計
し

た
「
日
本
工
業
大
学
教
職
員

組
合
事
務
所
」
の
建
物
に
つ

い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た

後
、
実
際
の
建
物
を
見
学
し

た
。
ま
た
、
足
立
真
教
授
、

葛
西
幸
一
助
手
に
よ
る
「
ミ

ニ
チ
ュ
ア
家
具
の
制
作
」
を

受
講
し
た
。
そ
の
後
、
宮
代

町
の
進
修
館
、
笠
原
小
学
校

（
設
計
：
象
設
計
集
団
）
を

見
学
し
た
。
21
日
は
、
留
学

生
別
科
に
お
い
て
日
本
語
研

修
を
受
講
し
た
。
22
日
は
、

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
群
の
設
計

製
図
の
授
業
を
見
学
し
た
。

29
日
は
、
波
多
野
純
教
授
と

共
に
江
戸
東
京
博
物
館
を
訪

れ
、
同
教
授
が
復
原
設
計
し

た
「
日
本
橋
」
に
つ
い
て
解

説
を
受
け
た
。
そ
の
他
、
日

光
、
六
本
木
、
青
山
、
新
宿
、

浅
草
、
両
国
を
訪
れ
日
本
の

現
代
建
築
や
歴
史
的
建
造
物

に
つ
い
て
学
ん
だ
。

　

研
修
は
11
泊
12
日
に
及

び
、６
月
30
日
に
帰
国
し
た
。

大
な
懇
親
会
と
な
っ
た
。
参

加
者
に
は
お
土
産
と
し
て
、

町
の
国
際
交
流
団
体
で
あ
る

「
宮
あ
じ
会
」
寄
贈
の
お
米

が
手
渡
さ
れ
た
。

　

開
宿
４
０
０
年
を
迎
え
る

杉
戸
町
「
ふ
る
さ
と
大
使
」

に
本
学
も
の
づ
く
り
環
境
学

科
２
年
の
増
田
美
咲
さ
ん
が

就
任
し
た
。
７
月
16
日
の
杉

戸
夏
祭
り
に
お
い
て
、
そ
の

任
命
式
及
び
御
披
露
目
会
が

行
わ
れ
た
。

　

杉
戸
町
で
は
宿
場
町
と
し

て
の
魅
力
を
持
っ
た
「
杉
戸

宿
」
を
内
外
に
発
信
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
杉
戸
町
ふ
る
さ
と
大
使
」

を
任
命
し
大
使
か
ら
の
新
た

な
視
点
で
の
情
報
発
信
を
担

う
こ
と
に
な
る
。
今
後
、
古

利
根
川
流
灯
ま
つ
り
・
杉
戸

宿
開
宿
４
０
０
年

宿
場
ま
つ
り
な
ど

の
杉
戸
町
主
催
の

各
イ
ベ
ン
ト
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。

研
修
で
富
士
山
へ

　

本
年
度
で
第
５
回
目
と
な

る
留
学
生
研
修
ツ
ア
ー
が
、

５
月
21
、
22
日
に
実
施
さ
れ

た
。
こ
の
研
修
ツ
ア
ー
は
、

故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
留
学

生
に
、
日
本
文
化
や
歴
史
を

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　

１
日
目
は
、
留
学
生
に
人

富士山5合目で記念撮影

留
学
生
が
富
士
山
体
験

日
本
の
文
化
と
歴
史
を
満
喫

杉
戸
町
の
魅
力
を
発
信

中
国
科
技
大
学
学
生
一
行

学
内
見
学
、体
験
授
業

留
学
生
研
修
ツ
ア
ー
・
交
流
会
実
施
報
告

「ミニチュア家具の制作」受講の様子

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）
◆大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

■平成29年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
日程

出願期間
平成28年9月21日～9月27日
平成29年2月08日～2月15日

面接試験
10月06日
02月22日

手続締切
平成29年1月20日
平成29年3月09日

合格発表
10月15日
03月03日

一次募集
二次募集

＊環境共生システム学専攻　　＊機械システム工学専攻
＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

入試種別 併願の可否 内　　　容 日　　　　程

特別奨学生入試

第1期
単　願

第2期
併願可

奨学生には、
１年次の授業料の全額（98万円）

または半額（49万円）
を免除
第１期
・  書類審査および面接による選考
・特待生制度あり
第２期
・  筆記試験、調査書および面接

による選考
・検定料割引制度あり

第1期 第2期
申込期間  9/15（木）〜 9/26（月）
面接日と面接会場 10/ 1（土） 本学
内定日 10/ 5（水）

出願期間 10/ 7（金）〜10/17（月）
 1/ 6（金）＊〜1/20（金）＊＊

＊  インターネット出願は12/20（火）から受付。
＊＊1/21（土）・23（月）も窓口受付。

試験日と試験会場  1/29（日）〜2/ 1（水）＊　本学
＊１日を選択。

合格発表日 10/29（土）  2/ 9（木）　16：00
入学手続
締切日

第1回 11/ 8（火）
 3/10（金）

第2回  1/24（火）

専門高校入試
（Ｓ 工業科）

併願可
・  書類審査および面接による選考
・  工業科の生徒を対象
・  国公立大学等との併願に最適

申込期間  9/15（木）〜 9/26（月）
面接日と面接会場 10/ 1（土） 本学
内定日 10/ 5（水）
出願期間 10/ 7（金）〜10/17（月）
合格発表日 10/29（土）
入学手続締切日  1/24（火）

専門高校入試
（B 工業科）

併願可
・  書類審査および面接による選考
・工業科の生徒を対象
・公募制

第1期 第2期
出願期間 11/ 1（火）〜11/10（木） 11/29（火）〜12/ 8（木）
面接日と面接会場 11/19（土） 本学 12/17（土） 本学
合格発表日 11/29（火） 12/22（木）
入学手続
締切日

第1回 12/ 8（木）
 1/24（火）

第2回  1/24（火）

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試

ＡＯコーディネータ
入試

併願可

ＡＯエントリー入試
・  適性評価（面談・提出課題）

および書類審査（エントリーシー
ト・調査書）による選考

ＡＯコーディネータ入試
・  書類審査および面接による選考

第1期 第2期 第3期 第4期

AO
エントリー
入試

エントリー
期間 8/1（月）〜8/4（木） 9/7（水）〜9/14（水） 11/1（火）〜11/9（水） 1/27（金）〜2/23（木）

面談日 8/6（土）・20（土） 9/11（日）・17（土）・10/1（土） 11/12（土）・26（土） 書類受理後に連絡
内定日 8/27（土） 10/5（水） 11/29（火） 3/6（月）まで

コーディネータ入試の申込期間 8月1日（月）〜平成29年2月23日（木）まで、随時受付
出願期間 9/1（木）〜9/7（水） 10/7（金）〜10/17（月） 11/30（水）〜12/8（木） 2/24（金）〜3/9（木）
選考 書類審査等
合格発表日 9/13（火） 10/29（土） 12/22（木） 3/16（木）
入学手続
締切日

第1回 9/27（火） 11/ 8（火）
 1/24（火） 3/24（金）

第2回 1/24（火）  1/24（火）

一般推薦入試
（公募制）

併願可

・  書類審査および面接による選考
・  専門高校（工業科）以外の生

徒を対象
・公募制

第1期 第2期
出願期間 11/ 1（火）〜11/10（木） 11/29（火）〜12/ 8（木）
面接日と面接会場 11/19（土） 本学 12/17（土） 本学
合格発表日 11/29（火） 12/22（木）
入学手続
締切日

第1回 12/ 8（木）
 1/24（火）

第2回  1/24（火）

一般入試 併願可

・  筆記試験および調査書による選
考

・試験教科・科目は、
    一般入試Ａは数学・理科（物理
または化学）・英語の3教科、

    一般入試Ｂは2教科を選択。
・検定料割引制度あり

一般入試Ａ 一般入試Ｂ

出願期間
1/6（金）＊〜1/20（金）＊＊

＊  インターネット出願は12/20（火）から受付。
＊＊  本学会場のみ1/21（土）・23（月）も窓口受付。

2/ 2（木）〜 2/14（火）

試
験
日

・  4日間から選択 
（複数日受験可）

1/29（日）  本学・東京・郡山・水戸 
高崎・柏・富山

1/30（月）  本学・東京・宇都宮・千葉 
横浜・長野

1/31（火）  本学・東京・仙台 
新潟・静岡

2/ 1（水）  本学・東京

2/21（火） 本学・東京

合格発表日 2/ 9（木）　16：00 2/27（月）　16：00
入学手続締切日 2/20（月） 3/10（金）

センター利用入試 併願可

・  平成29年度大学入試センター
試験で、本学が指定する教科・
科目の成績および調査書による
選考

・検定料割引制度あり

センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間
1/6（金）＊〜1/30（月）

＊  インターネット出願は12/20（火）
から受付。

2/2（木）〜2/14（火） 2/24（金）〜3/9（木）

センター試験実施日 1/14（土）・15（日） ※本学での個別学力試験等は実施いたしません
合格発表日 2/9（木）　16：00 2/27（月）　16：00 3/16（木）　10：00
入学手続締切日 2/20（月） 3/10（金） 3/24（金）

・専門高校入試（Ａ 工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2017受験ガイドおよび募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡ 0120-250-267

平成29年度入試概要
・各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。　・エントリー、申込、出願等にあたっては、締切日必着とします。

も
の
づ
く
り
環
境
学
科
の
増
田
さ
ん

任命式に出席した増田さん
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６
月
25
日
、
Ｌ
Ｃ
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
「
本
学
卒
業

教
職
員
の
集
い
」（
実
行
委

員
長
佐
々
木
哲
都
立
六
郷
工

科
高
等
学
校
統
括
校
長
）
が

開
催
さ
れ
た
。
本
学
を
卒
業

し
全
国
の
中
学
校
や
高
校
等

で
教
鞭
を
と
る
教
員
が
60

名
、
大
学
教
職
員
や
学
生
等

80
名
以
上
が
参
加
し
た
。

　

現
職
教
員
研
究
発
表
で

は
、
埼
玉
県
立
熊
谷
工
業
高

等
学
校
の
竹
田
基
教
諭
か
ら

「
コ
ン
ペ
指
導
を
通
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

育
成
」
と
題
し
て
、
生
徒
の

　

６
月
４
日
、
体
育
祭
実
行

委
員
会
主
催
の
第
49
回
体
育

祭
が
、
本
学
陸
上
競
技
場
で

開
催
さ
れ
た
。
今
年
も
昨
年

に
続
い
て
土

曜
日
の
開
催

と
な
っ
た

が
、
晴
天
に

も
恵
ま
れ
、

多
く
の
新
入

生
が
参
加
し

た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は

「
Ｂ
ｒ
ａ
ｖ

ｅ
」。
勇
敢

な
、
勇
ま
し

い
と
い
う
意

味
の
こ
の

テ
ー
マ
に
は
、
主
役
で
あ
る

新
入
生
の
み
な
ら
ず
、
参
加

者
全
員
が
こ
の
体
育
祭
を
通

じ
て
身
体
を
動
か
す
中
で
、

お
互
い
の
親
交
を
深
め
る
契

機
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
主
催
者
側
の
強
い
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

期
待
と
不
安
を
胸
に
入
学

し
た
新
入
生
も
、
大
学
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
２
カ
月

が
経
過
し
た
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
各
人
生
活
の
サ
イ
ク

ル
が
で
き
、
新
生
活
に
も
慣

れ
た
よ
う
で
、
先
輩
た
ち
が

忙
し
い
中
企
画
し
て
く
れ
た

イ
ベ
ン
ト
を
大
い
に
楽
し
ん

で
い
た
。
新
入
生
が
積
極
的

に
関
り
合
い
を
持
ち
、
よ
り

多
く
の
良
い
友
人
が
で
き
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

本
学
卒
業
教
職
員
の
集
い

研
究
発
表
、講
演
会
な
ど
実
施

体
育
祭
で
新
入
生
が
交
流

テ
ー
マ
は
「
Ｂｒａｖｅ
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
向
上
し
て
い
く
た
め
の
取

組
に
関
し
て
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
、
埼
玉
県
日
高

市
立
高
麗
川
中
学
校
の
古
谷

昌
士
教
諭
か
ら
「
言
語
活
動

を
通
し
て
技
術
を
適
切
に
評

価
し
活
用
で
き
る
生
徒
の
育

成
」
と
題
し
、
授
業
実
践
の

検
証
・
評
価
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　

講
演
会
で
は
、
本
学
建
築

学
科
５
期
卒
業
生
で
ア
イ
・

デ
ザ
イ
ン
株
式
会
社
設
計
部

長
の
児
玉
博
文
氏
が
「
私
の

建
築
屋
人
生
」
と
題
し
て
講

演
。
独
学
で
一
級
建
築
士
を

早
期
に
取
得
し
、
一
つ
ひ
と

つ
の
仕
事
に
情
熱
を
か
け
て

取
り
組
ん
だ
結
果
、
大
賞
を

多
数
受
賞
し
た
実
績
な
ど
に

つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。ま
た
、

公
演
中
に
は
何
度
も
、
本
学

へ
の
賛
辞
を
贈
っ
て
い
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
現
職
教
職

員
と
工
友
会
総
会
参
加
者
並

び
に
大
学
教
職
員
と
の
情
報

交
換
が
積
極
的
に
行
わ
れ

た
。
今
年
は
山
口
県
、
香
川

県
、
兵
庫
県
、
岩
手
県
、
新

潟
県
等
、
遠
方
か
ら
の
参
加

者
が
多
く
見
ら
れ
た
。
来
年

度
は
本
学
設
立
50
周
年
と
な

る
た
め
、
多
数
の
教
職
員
の

参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

建築学科OBの児玉氏による講演

毎年、騎馬戦では白熱した戦いが繰り広げられる

新
監
事
に
有
賀
氏
を
選
任

新
会
長
に
竹
中
氏
が
就
任

原
社
長
を
再
任

工
友
会
総
会

宮
代
会
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

　

６
月
25
日
に
一
般
社
団
法

人
日
本
工
業
大
学
工
友
会
定

時
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
は
、
平
成
27
年
度
事

業
・
収
支
報
告
、
平
成
28
年

度
事
業
計
画
案
・
収
支
予
算

案
、
理
事
お
よ
び
監
事
選

任
、
定
款
改
正
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
有
賀
幸
則
氏
が
新

監
事
に
選
任
さ
れ
る
な
ど
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

　

７
月
９
日
、
長
野
県
戸
倉

上
山
田
温
泉
の
「
清
風
園
」

に
て
宮
代
会
の
総
会
が
開
催

さ
れ
た
。当
日
は
、全
国
か
ら

23
名
の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

議
事
は
、慎
重
審
議
の
上
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。
新
会
長

に
は
竹
中
哲
喜
氏
（
第
38
代

後
援
会
会
長
）が
就
任
し
た
。

　

総
会
後
に
は
懇
親
会
が
後

援
会
理
事
と
合
同
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
た
。
大
学
か
ら
も

柳
澤
理
事
長
、
成
田
学
長
を

は
じ
め
15
名
の
教
職
員
が
参

会
し
、
大
い
に
懇
親
を
深
め

た
。

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

49
期
定
時
株
主
総
会
が
５
月

28
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
原
隆
之
社
長
よ
り
、

当
期
の
事
業
経
過
と
決
算
内

容
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、

質
疑
応
答
を
経
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
任
期
満
了
に
伴

い
取
締
役
５
名
が
重
任
さ

れ
、
社
長
に
は
原
隆
之
氏
が

再
任
さ
れ
た
。

　

原
社
長
よ
り
「
あ
ら
た
な

気
持
ち
で
こ
の
一
年
間
、
代

表
取
締
役
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
節
目
の
決
算
期
と

な
る
第
50
期
を
社
員
一
同
力

を
あ
わ
せ
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
表
明
が
あ
り
、

株
主
総
会
を
終
了
し
た
。

た
。
今
般
の
定
款
の
改
正

は
、
法
人
法
に
則
り
、
整
合

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
日
は
、
昨
年
度
と
同
様

に
現
職
教
職
員
の
集
い
が
同

時
開
催
さ
れ
、
合
同
講
演
会

で
は
建
築
学
科
卒
業
生
で
あ

り
、
工
友
会
理
事
も
務
め
る

児
玉
博
文
氏
が
「
私
の
建
築

屋
人
生
」
と
題
し
、
講
演
を

行
っ
た
。

第
33
回

宮
代
町
民
ま
つ
り

宮代町
だより

203号

　

８
月
27
日
、
28
日
の
２

日
間
、
進
修
館
周
辺
で
、

第
33
回
宮
代
町
民
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
中

は
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

や
、「
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
」

な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
夕
方

か
ら
夜
に
か
け
て
は
、
駅

前
通
り
に
露
店
が
並
び
、

進
修
太
鼓
の
力
強
い
演
奏

が
一
層
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
華
麗
な

衣
装
で
踊
る
流
し
踊
り

や
、
迫
力
満
点
の
み
こ
し

の
巡
行
、
日
曜
日
に
は
コ

ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
参
加
し

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ

お
越
し
い
た
だ
き
、
宮
代

の
熱
い
夏
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
夏
目
漱
石
は
近

代
文
学
の
巨
匠
と

し
て
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。
近
代
人

の
自
我
、
利
己
主

義
を
鋭
く
抉
り
だ

し
た
作
品
が
多
い

の
は
周
知
の
事
実
▼
彼
の
代

表
的
作
品
に
『
そ
れ
か
ら
』

が
あ
る
。
筆
者
が
久
し
ぶ
り

に
、
こ
の
小
説
を
読
み
返
し

た
と
こ
ろ
、
以
下
の
一
節
が

目
に
留
ま
っ
た
▼
「
人
間
の

目
的
は
、
生
ま
れ
た
本
人
が

本
人
自
身
で
つ
く
っ
た
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
周

囲
に
よ
っ
て
敷
か
れ
た
レ
ー

ル
の
上
を
走
る
よ
う
な
人

生
、
あ
る
い
は
誰
か
に
強
制

さ
れ
た
生
き
方
・
・
・
そ
の

よ
う
な
も
の
は
借
り
物
で
し

か
な
い
、
と
い
う
意
味
だ
ろ

う
▼
漱
石
は
自
分
自
身
の
人

生
は
、
そ
し
て
「
生
き
る
」

目
的
は
、
自
分
が
見
つ
け
、

創
り
出
す
も
の
で
な
い
限
り

意
味
も
な
け
れ
ば
価
値
も
な

い
、
と
喝
破
し
て
い
る
の
だ

▼
し
か
も
、
わ
ざ
わ
ざ
「
生

ま
れ
た
本
人
」
な
る
表
現
を

使
用
し
て
い
る
こ
と
に
着
目

し
た
い
。
生
誕
は
自
分
の
意

志
の
関
わ
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
、
の
暗
示
に
も
な
っ

て
い
る
▼
だ
か
ら
目
的
は
自

分
で
創
り
だ
せ
、
と
。【
信
】

編 集 後 記

地域別教育懇談会開催日程
今年も全国22ヶ所で開催

開  催  日 主　　催 開　催　会　場 対象地域

8/28（日） 茨城県支部 土浦市・ホテルマロウド筑波 茨城県

9/3（土） 岩手県支部 平泉町・ホテル武蔵坊 岩手県

〃 福島県支部 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

9/4（日） 近畿支部 宝塚市・宝塚温泉ホテル若水 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

9/10（土） 長野県支部 長野市・ホテル信濃路 長野県

〃 山梨県支部 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

9/11（日） 北海道（本部） 札幌市・KKRホテル札幌 北海道

〃 四国（〃） 高知市・高知県立県民文化ホール 四国

〃 九州（〃） 鹿児島市・かごしま県民交流センター 九州

9/17（土） 静岡県支部 静岡市・アイワンホール 静岡県

〃 西中国支部
東中国支部 岩国市・岩国シティビューホテル 広島県・山口県・島根県

岡山県・鳥取県

9/18（日） 秋田県支部 秋田市・秋田温泉さとみ 秋田県

〃 新潟県支部 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

〃 栃木県支部 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 群馬県支部 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

9/24（土） 蔵王支部 山形市・悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県

〃 北陸支部 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

〃 千葉県支部 千葉市・バーディーホテル千葉 千葉県

9/25（日） 青森県支部 青森市・青森国際ホテル 青森県

10/2（日） 近県（本部） 大学学友会館 東京都・埼玉県・神奈川県

10/8（土） 沖縄県支部 那覇市・沖縄県青年会館 沖縄県

10/9（日） 東海支部 名古屋市・東京第一ホテル錦 愛知県・岐阜県・三重県

※  日程および会場は都合により変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内
をご覧ください。

ホームカミングデーのご案内
　今年は若杉祭初日の11月5日に開催。近年は卒業生、
恩師および現職の教職員など600名以上が参加し、懇
親を深めている。懇親会前には学内見学ツアーが実施
され、研究室OB会や工友会の学科支部総会なども同
日に開催。ご家族連れ、または同期の仲間と誘い合っ
ての参加を歓迎している。詳しくは、工友会および大
学ホームページをご覧頂きたい。

◆
黒
津
高
行
教
授
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）／
出
張
先

＝
ネ
パ
ー
ル
（
５
／
１
〜
５

／
７
）／
目
的
＝
ネ
パ
ー
ル
の

被
災
文
化
遺
産
保
護
に
関
す

る
技
術
的
支
援
の
た
め
の
現

地
調
査

◆
上
野
貴
博
准
教
授
（
電
気

電
子
工
学
科
）／
出
張
先
＝
イ

ギ
リ
ス
（
６
／
４
〜
６
／
11
）

／
目
的
＝
第
28
回
電
気
接
点

国
際
会
議
で
の
研
究
発
表

◆
呉
志
良
教
授
（
留
学
生
別

科
）／
出
張
先
＝
中
国
（
６
／

８
〜
６
／
16
）／
目
的
＝
協
定

校
に
お
け
る
学
生
募
集
活
動
、

説
明
会
及
び
留
学
フ
ェ
ア
参

加
等

◆
柳
澤
章
理
事
長
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
６
／
11
〜
６
／

17
）／
目
的
＝
Ｌ
Ｃ
カ
ナ
ダ
研

修
所
20
周
年
記
念
行
事
列
席

◆
成
田
健
一
学
長
／
出
張
先

＝
カ
ナ
ダ
（
６
／
11
〜
６
／

17
）／
目
的
＝
同
前

◆
藤
田
則
夫
学
園
事
務
局
長

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
６
／

11
〜
６
／
17
）／
目
的
＝
同
前

◆
山
浦
登
志
夫
企
画
室
長
／

出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
６
／
11

〜
６
／
17
）／
目
的
＝
同
前

◆
松
田
洋
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
６
／
27
〜
７
／
１
）／
目
的

＝
教
育
上
の
メ
デ
ィ
ア
と
技

術
に
関
す
る
国
際
会
議

◆
石
原
次
郎
准
教
授
（
情
報

工
学
科
）／
出
張
先
＝
フ
ラ
ン

ス
（
７
／
２
〜
７
／
11
）／
目

的
＝
ａ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
２

０
１
６
出
展

◆
生
駒
哲
一
教
授
（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ

（
７
／
５
〜
７
／
10
）／
目
的

＝
第
19
回
情
報
融
合
に
関
す

る
国
際
会
議
に
て
研
究
発
表

◆
佐
藤
弘
康
准
教
授
（
共
通

教
育
系
）／
出
張
先
＝
チ
ェ
コ

（
７
／
９
〜
７
／
15
）／
目
的

＝
微
分
幾
何
学
と
そ
の
応
用

に
関
す
る
国
際
会
議
に
て
研

究
発
表

◆
劉
雯
准
教
授
（
共
通
教
育

系
）／
出
張
先
＝
台
湾
（
７
／

14
〜
７
／
18
）／
目
的
＝
日
本

留
学
フ
ェ
ア
参
加
及
び
協
定

機
関
に
お
け
る
学
生
募
集
活

動◆
神
野
健
哉
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ
（
７
／
24
〜
７
／
29
）／
目

的
＝
２
０
１
６
年
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

計
算
知
能
に
関
す
る
世
界
会

議
に
参
加
、
研
究
論
文
発
表

◆
安
原
鋭
幸
准
教
授
（
も
の

づ
く
り
環
境
学
科
）／
出
張
先

＝
フ
ラ
ン
ス
（
７
／
25
〜
７

／
30
）／
目
的
＝
第
32
回
国
際

高
分
子
加
工
学
会
に
お
け
る

研
究
発
表

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学
科
）／
出
張
先
＝
タ
イ
（
７

／
26
〜
７
／
31
）／
目
的
＝
ラ

チ
ャ
マ
ン
カ
ラ
工
科
大
学
主

催
の
会
議
に
て
基
調
講
演
等

◆
山
中
章
子
講
師
（
共
通
教

育
系
）／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
７
／
30
〜
８
／
23
）／
目
的

＝
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
「
実
践

異
文
化
理
解
」
の
引
率
お
よ

び
学
生
指
導

◆
齊
藤
望
課
長
（
入
試
室
）

／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
７
／

30
〜
８
／
23
）／
目
的
＝
同
前

◆
西
本
真
一
教
授
（
建
築
学

科
）／
出
張
先
＝
エ
ジ
プ
ト

（
８
／
４
〜
８
／
28
）／
目
的

＝
エ
ジ
プ
ト
・
ア
コ
リ
ス
遺

跡
建
築
調
査

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学

科
）／
出
張
先
＝
オ
ー
ス
ト
リ

ア
（
８
／
19
〜
８
／
28
）／
目

的
＝
木
材
技
術
国
際
会
議
Ｗ

Ｃ
Ｔ
Ｅ
２
０
１
６
に
て
研
究

発
表

◆
飯
塚
完
司
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝

フ
ラ
ン
ス
（
９
／
２
〜
９
／

９
）／
目
的
＝
第
27
回
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
お
よ
び
炭
素
材
料
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
研
究

発
表

◆
江
藤
香
准
教
授
（
情
報
工

学
科
）／
出
張
先
＝
イ
ギ
リ
ス

（
９
／
３
〜
９
／
９
）／
目
的

＝
知
識
ベ
ー
ス
、
知
的
情
報

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
国
際
会
議
に
て
研
究
発

表◆
竹
村
暢
康
准
教
授
（
電
気

電
子
工
学
科
）／
出
張
先
＝

ポ
ー
ラ
ン
ド
（
９
／
５
〜
９

／
10
）／
目
的
＝
２
０
１
６
年

Ｅ
Ｍ
Ｃ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
電
磁
環

境
両
立
性
に
関
す
る
国
際
会

議
に
て
研
究
発
表

◆
鈴
木
宏
典
教
授
（
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
）／
出
張
先
＝

ド
イ
ツ
（
９
／
12
〜
９
／
18
）

／
目
的
＝
第
13
回
先
進
自
動

車
制
御
国
際
会
議
で
の
研
究

発
表

◆
中
里
裕
一
教
授
（
創
造
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）／
出
張
先
＝

ド
イ
ツ
（
10
／
３
〜
10
／
９
）

目
的
＝
第
４
回
マ
イ
ク
ロ
ア

ク
チ
ュ
エ
ー
タ
と
マ
イ
ク
ロ

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
す
る
国
際

会
議
に
て
研
究
発
表

国
外
出
張

訂　

正

昨年の参加者


